（２）　盂蘭盆舟流し（西蓮寺）
初盆の舟流しが行
　橋津の西蓮寺で毎年行われている行事であるが、昔に比べてこれもまた淋しいものになった。
われた状況
　この行事は、初盆にあたる新霊が、盆の終わった１６日西方極楽浄土に帰る行事で、それぞれの新霊の家でつくられた舟（１ｍ～１.５ｍ）に新仏の戒名を乗せ、上人の読経と共に多数の人々の見送りをうけながら海へ流すものである。この舟を出すときには、送り火といって、やはり新仏の各家が海岸に麦わらで作った４～５ｍもある大タイマツを立て、それに火をつけて仏を送る習慣が長く続いていた。また、舟には帆と舵をつけて西方に向くようにしてあるが、海のことであるから、その日の風次第でどこへ流れるかわからないため、泳ぎの達者な者の手によって沖まで引いて行かれ、そこから流されていくのである。


　この行事には、仏送りの人の他にこの珍しい風習を見物しようと大勢の人が集まり、大タイマツの火が風にあおられてすさまじい勢いで燃えるさまや、流した舟が風波でてんぷくして押し返されるのを待ち、それを拾い合う光景がまたおもしろく、盆の最後の行事として賑やかに行われた。


　しかし、近年生活の合理化がすすめられたことによって、昭和３５年ごろからこの風習が簡素化されだし、現在では舟を共同で１隻つくって流し、タイマツは全く姿を消している。
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